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★
伊
予
市
上
下
水
道
事
業
運
営
審

議
会
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
、
上

水
道
は
水
道
事
業
の
執
行
関
係
と

か
、
経
営
の
現
状
を
把
握
し
、
将

来
計
画
の
立
案
、
サ
ー
ビ
ス
や
経

営
の
改
善
に
必
要
な
事
項
の
検

討
、
下
水
道
は
公
共
下
水
道
の
使

用
料
の
改
定
に
加
え
て
、
農
業
集

落
排
水
、
特
定
環
境
、
市
町
村
設

置
型
浄
化
槽
の
使
用
料
等
も
諮
問

し
た
い
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

★
総
合
計
画
策
定
審
議
会
の
結
論

は
い
つ
頃
出
る
の
か
と
の
質
疑
に

対
し
、
今
年
度
末
で
第
一
次
行
革

大
綱
が
終
了
す
る
。
引
き
続
き
第

二
次
の
大
綱
が
必
要
で
、
来
年
１

月
ま
で
に
答
申
を
受
け
、
２
月
以

降
に
市
民
公
募
手
続
を
経
て
、
３

月
末
に
策
定
し
た
い
と
の
答
弁
が

あ
っ
た
。

★
上
灘
地
区
水
源
調
査
業
務
と
は

ど
ん
な
調
査
か
と
の
質
疑
に
対

し
、
簡
易
水
道
と
周
辺
未
給
水
地

域
を
対
象
に
統
合
・
整
備
す
る
も

の
で
、
新
た
な
水
源
確
保
が
前
提

と
な
る
。

　

上
灘
川
の
周
辺
で
調
査
を
行

い
、
新
水
源
の
確
保
が
可
能
で
あ

れ
ば
、
ど
こ
ま
で
統
合
・
整
備
で

き
る
か
見
極
め
、
上
灘
地
域
全
域

を
対
象
に
計
画
を
推
進
し
た
い
と

の
答
弁
が
あ
っ
た
。

★
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
ポ

イ
ン
ト
に
つ
い
て
説
明
を
求
め
た

と
こ
ろ
、
ソ
フ
ト
事
業
に
も
過
疎

債
が
適
用
さ
れ
、
新
た
な
対
策
と

し
て
地
域
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム

で
、
巡
回
バ
ス
や
デ
マ
ン
ド
タ
ク

シ
ー
を
積
極
的
に
進
め
、
運
営
費

用
等
に
充
て
る
過
疎
債
を
限
度
額

の
範
囲
内
で
基
金
と
し
て
積
み
立

て
た
い
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

★
オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応
ト
イ
レ
設

置
の
基
準
及
び
今
後
も
設
置
さ
れ

る
の
か
と
の
質
疑
に
対
し
、
県
が

基
金
を
積
み
立
て
て
お
り
、
今
回

第
２
期
と
し
て
21
年
度
か
ら
23
年

度
の
間
に
県
下
各
市
町
そ
れ
ぞ
れ

１
カ
所
の
申
請
を
行
う
も
の
で
、

１
０
０
万
円
ま
で
は
全
額
補
助
で

設
置
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
基
金

は
な
く
な
り
次
第
終
了
と
な
る
と

の
答
弁
が
あ
っ
た
。

★
理
科
教
育
用
備
品
購
入
に
お
け

る
各
学
校
の
予
算
配
分
に
つ
い
て

の
質
疑
に
対
し
、
昨
年
度
ま
で
の

補
助
で
概
ね
対
応
で
き
た
学
校

と
、
昨
年
の
補
助
だ
け
で
は
足
り

な
い
学
校
と
が
あ
り
、
希
望
の

あ
っ
た
学
校
の
み
予
算
計
上
し
て

い
る
。

　

ま
た
、
新
学
習
指
導
要
領
に
向

け
た
理
科
教
育
用
備
品
は
、
概
ね

揃
う
が
、
そ
の
他
の
教
科
の
新
学

習
指
導
要
領
対
応
備
品
に
つ
い
て

は
、
最
終
的
な
調
整
を
行
っ
て
お

り
、
来
年
度
春
か
ら
の
完
全
実
施

に
向
け
て
間
に
合
う
よ
う
進
め
た

い
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

★
双
海
中
学
新
校
舎
用
備
品
に
つ

い
て
、
使
用
可
能
な
も
の
な
ど
十

分
に
精
査
し
た
上
で
購
入
し
た
か

と
の
質
疑
に
対
し
、
下
灘
中
の
使

用
可
能
な
備
品
は
当
然
使
用
し
、

十
分
な
精
査
を
し
た
上
で
、
今

回
、
多
目
的
室
や
特
別
支
援
教
室

等
の
新
し
い
教
室
が
で
き
た
た

め
、
教
室
の
机
、
椅
子
等
を
購
入

し
た
。

　

不
要
と
な
っ
た
備
品
は
、
旧
下

灘
中
は
「
ふ
れ
あ
い
館
」
（
社
会

教
育
施
設
）
で
の
利
用
も
含
め
て

検
討
し
て
い
る
と
の
答
弁
が
あ
っ

た
。

★
伊
予
市
低
温
被
害
対
策
補
助
金

で
、
被
害
状
況
と
助
成
対
象
の
農

薬
、
肥
料
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か

と
の
質
疑
に
対
し
、
郡
中
で
は
び

わ
２
戸
12
ア
ー
ル
、
南
伊
予
は
キ

ウ
イ
14
戸
１
８
３
ア
ー
ル
、
北
山

崎
は
キ
ウ
イ
９
戸
58
ア
ー
ル
、
び

わ
42
戸
２
０
６
ア
ー
ル
、
南
山
崎

は
キ
ウ
イ
41
戸
２
４
９
ア
ー
ル
、

び
わ
１
１
５
戸
７
１
８
ア
ー
ル
、

双
海
は
キ
ウ
イ
37
戸
４
０
７
ア
ー

ル
、
び
わ
４
戸
66
ア
ー
ル
、
中
山

は
キ
ウ
イ
32
戸
５
８
４
ア
ー
ル
、

柿
１
戸
15
ア
ー
ル
で
あ
る
。
助
成

対
象
は
、
１
型
有
機
粒
状
肥
料
と

ロ
ブ
ラ
ー
ル
水
和
剤
で
あ
る
と
の

答
弁
が
あ
っ
た
。

★
㈲
栗
の
里
な
か
や
ま
補
助
金

で
、
今
後
ど
の
よ
う
な
計
画
か
と

の
質
疑
に
対
し
、
現
在
、
経
営
改

善
の
業
務
を
コ
ン
サ
ル
に
委
託

し
、
管
理
コ
ス
ト
の
削
減
、
外
販

部
門
に
つ
い
て
分
析
を
行
っ
て
お

り
、
今
後
の
戦
略
、
将
来
予
測
の

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　

高
齢
者
や
農
協
や
市
場
に
出
荷

で
き
な
い
方
の
出
荷
先
と
し
て
直

売
所
が
あ
り
、
そ
う
い
う
農
家
の

生
活
に
も
大
き
な
影
響
が
出
る
の

で
、
こ
の
２
年
半
の
間
に
、
運
営

を
少
し
で
も
良
い
方
向
に
導
い

て
、
民
営
化
し
た
い
と
の
答
弁
が

あ
っ
た
。

★
Ｊ
Ｒ
下
灘
駅
の
ト
イ
レ
を
な
ぜ

伊
予
市
の
一
般
財
源
で
改
修
す
る

の
か
と
の
質
疑
に
対
し
、
現
在
、

プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
コ
ン
サ
ー
ト
や

バ
ス
ツ
ア
ー
等
で
観
光
客
が
増
え

て
い
る
が
、
ト
イ
レ
の
老
朽
化
が

進
ん
で
い
る
。
Ｊ
Ｒ
の
敷
地
内
は

Ｊ
Ｒ
が
工
事
を
受
託
す
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
今
回
、
委
託
料
と

い
う
形
で
市
が
負
担
す
る
こ
と
に

な
っ
た
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

委
員
会
の
動
き

委
員
会
の
動
き

総

務

委

員

会

民
生
文
教
委
員
会

産
業
建
設
委
員
会

　

30
年
来
の
大
暑
が
続
い
た
こ
の

夏
。
初
秋
へ
の
移
ろ
い
を
感
じ
る

暇
も
な
く
、
本
誌
が
皆
様
に
届
く

頃
に
は
、
立
冬
の
声
も
聞
こ
え
よ

う
か
と
い
う
時
節
で
す
。

　

さ
て
、
自
分
の
思
い
を
伝
え
る

の
は
、
例
え
気
心
の
知
れ
た
相

手
で
も
難
し
い
も
の
で
す
。
ま
し

て
大
勢
の
方
に
分
か
り
や
す
く
と

な
る
と
な
か
な
か
大
変
で
す
。
本

誌
も
読
み
や
す
い
も
の
に
し
よ
う

と
、
カ
ン
カ
ン
ガ
ク
ガ
ク
と
ま
で

い
か
な
い
ま
で
も
、
今
号
か
ら

「
質
疑
」「
一
般
質
問
」
の
ペ
ー
ジ

を
今
ま
で
よ
り
大
き
な
活
字
を
採

用
し
ま
し
た
。
私
た
ち
の
思
い
が

皆
様
に
伝
わ
っ
た
か
ど
う
か
…
。

　

ま
だ
ま
だ
、
改
善
の
余
地
は
多

い
と
思
い
ま
す
。
ご
一
読
の
上
、

市
民
の
皆
様
か
ら
の
叱
咤
激
励
の

お
声
を
お
寄
せ
い
た
だ
け
れ
ば
、

委
員
一
同
こ
れ
に
過
ぎ
る
喜
び
は

あ
り
ま
せ
ん
。
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